
富山城(安住城,浮城)(続百名城)(富山市本丸)(富山城址公園) 

 富山城（とやまじょう）は、富山県富山市丸の内にあった日本の城である。「浮城（うきしろ）」「安住城

（あずみじょう）」ともいわれた。 

 概要 

富山の地は北陸街道と飛騨街道が交わる越中中央の要衝であり、富山城は 16世紀中ごろ越中東部への進出

を図る神保長職により築かれたとされる。神通川の流れを城の防御に利用したため、水に浮いたように見

え、「浮城」の異名をとった。当時の神通川は富山城の辺りで東に大きく蛇行しており、その南岸に富山

城は築かれていた。 

また、滝廉太郎の「荒城の月」の着想の元になった城の一つといわれている。現在、城跡は「富山城址公

園」となっている。 

 歴史・沿革 

中世 

室町時代の越中守護は三管領の畠山氏であったが越中には来任せず、東部を椎名氏、西部を神保氏を守護

代として治めさせていた。 

富山城は天文 12年（1543年）頃に越中東部の新川郡への進出をもくろむ神保長職（じんぼう ながもと）

が、椎名氏の支配地であった神通川東岸の安住郷に家臣の水越勝重（みずこしかつしげ）に命じて築城し

たとされる。 

しかし最近の発掘調査により室町時代前期の遺構が発見され、創建時期はさらにさかのぼると考えられて

いる。また、神保氏時代の富山城は今の場所ではなく、約 1キロメートル南方の小高い所にあったとする

説もあったが、この発掘結果によってほぼ現在の位置にあったことが明らかとなった。なお、天文年間（16

世紀中期）の名称を「安住の館（あずみのやかた）」とする研究者もいる。 

慶長年間以前に成立したことが確実な『富山之記』という往来物には、神保氏時代の富山城と城下の発展

の様子がくわしく書かれており、中世富山城を知るための貴重な史料となっている。 

ところが、神保長職は永禄 3年(1560年)、上杉謙信により富山城を追われ、神保氏の治世は僅かな間であ

った。その後、富山城は上杉氏と一向一揆の争奪の的となったが、天正 6年、神保長職の子とされる神保

長住が織田信長の後ろ盾を得て富山城に入城した。しかし、天正 10年(1582年)3月、長住は上杉方に内応

した家臣に背かれて城内に幽閉されて失脚し、替わって富山城主となったのが、佐々成政である。ただし

信長が成政を越中に封じた時期については、前年 2月の上杉方による小出城攻囲への救援の功を賞して天

正 9年に既になされていたとする説がある。なお、当時織田家と富山城の争奪戦を繰り広げた上杉家では、

天正年間の一時期、富山城のことを「安城」と呼称していたとする古くからの説があるが、近年の研究で

は概ね否定的なようである。 

安土桃山時代 

富山城に拠点を構えた成政は富山城の大規模な改修を行った。本能寺の変の後、豊臣秀吉と離れた佐々成

政は、天正 13年（1585年）8月、秀吉自ら率いる 10万の大軍に城を囲まれ降伏し（富山の役）、富山城

は破却された。この際に、秀吉は本陣を富山城西方 4kmの白鳥城まで進めたものの富山城には入らず帰還

したとするのが従来の定説であるが、成政が降伏した直後の天正 13年閏 8月 1日に富山城に入城していた

とする説が新たに提起されている。 

越中一国が前田家に与えられると、前田利長が大改修を行い金沢城から移り住み隠居城としたが、慶長 14

年（1609年）に建物の主要部をことごとく焼失したため、高岡城を築いて移り、富山城には家臣の津田義

忠が城代として入った。 

江戸時代 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%8A%E4%B8%AD%E5%9B%BD


寛永 16年（1639年）、加賀藩第三代藩主前田利常は次男利次に 10万石を与えて分家させ、富山藩が成立

した。翌寛永 17年（1640年）、利次はそのころ加賀藩領内にあった富山城を仮城として借り越中に入っ

た。 

当初、居城として婦負郡百塚に新たに城を築くつもりであったが、藩の財政がそれを許さなかったため、

万治 2年（1659年）に加賀藩との領地交換により富山城周辺の土地を自領とし富山城を居城とした。 

万治 4年（1661年）、幕府の許しを得て富山城を本格的に修復し、また城下町を整え、以後富山前田氏 13

代の居城として明治維新を迎えた。 

明治時代 

明治 4年（1871年）廃藩置県により廃城となり、翌年建築物は払い下げられた。本丸御殿は県庁舎（明治

32年焼失）、二の丸二階櫓御門は小学校（明治 16年解体）として現地でそのまま利用された。他の大部

分は千歳御殿を含めてその際に解体された。城の周囲を巡っていた水堀も本丸と西の丸の南側部分を除き

昭和 37年までに順次埋め立てられた。 

明治 34年（1901年）に開始された水害対策のための河道の付け替えの後、城の堀の一部であった神通川

の旧河道の一部は松川となり、城址の北側を流れることとなった。 

昭和時代 

昭和 29年（1954年）富山城跡の敷地一帯で富山産業博覧会が開催され、鉄筋コンクリート構造による模

擬天守が建てられ、通称「富山城」と呼ばれることになった。この模擬天守は同年 11月より富山市郷土博

物館として運営が始まった。 

昭和 36年（1961年）9月に城跡敷地内に佐藤美術館が開館した（のちの佐藤記念美術館）。 

平成 

平成 19年（2007年）、千歳御殿の門が、明治時代に移築された豪農の赤祖父家から城址公園内（本丸東

側）に再び移築された。これは前田家富山藩 10代藩主利保の隠居所として東出丸に隣接して建てられたも

のである。 

平成 20年（2008年）、移築された千歳御門の横に、市が整備していた石垣が完成した。1953年（昭和 28

年）以来の石垣作りであった。 

平成 20年（2008年）から平成 21年（2009年）行われた埋蔵文化財調査において、富山市民プラザ脇で三

の丸大手門の石垣が見つかり、古絵図上に示されていた富山城の正門である大手門の位置や遺構の存在が

初めて確認された。本丸石垣の特徴との類似から、富山藩初期（1660年頃）の築造と推定されている。こ

れは、市内電車の環状化工事に先立って行われたものである。 

平成 26年完成の予定で公園の再整備工事が行われているが、近年の城郭史跡整備の主流である史実に基づ

いた復元ではなく、本丸東側の元来は土塁であった部分に石垣が順次新造され平成 24年 3月には東側全面

が石垣造りとなるとともに、直線であった縄張りに横矢掛り状の屈折部が設けられ、また地下駐車場入り

口を城門風に作り替えるなど、富山城本来の歴史的な景観とは全く異なる様相を呈することとなった。 

構造 

天然の要害である神通川を北面の守りとした後ろ堅固の梯郭式平城で、四周を水濠と河川とで 2重に囲ま

れた 10万石級の大名としては大規模な構えの城であった（江戸時代以降）。浮城の別名から、神通川の川

面に浮かぶような様子であったことが伺い知れる。縄張りは、ほぼ方形の本丸の南面に二の丸を、東西に

出丸を置き、本丸をそれら 3つの郭で囲み、さらにそれを三の丸で凹状に囲む形のものであった。ただし、

本丸搦手を守る東出丸はほかの郭のように三の丸に内包されておらず独立しており、また神通川の土手沿

いに直接城外に通じているなど、反撃の基点となる大型の馬出しの性格を持つ郭であった反面、防御面で

は弱点であることから、さらにその東側に三の丸東北端に接する形で小郭が設けられており、この郭には

幕末に千歳御殿（後述）が建てられた。 



当初の計画では、天守台を石垣で築いた天守、櫓 3基、櫓門 3門を備える予定で幕府の修築許可を得てい

たが、その後の江戸時代の古図にはいずれも天守の記載がなく、また発掘調査の結果からも本丸南東隅に

天守土台となる土居の拡張工事は認められるものの石垣工事の痕跡はないため、天守は築かれなかったと

みられている。3基の櫓については史料がなく、何基が建てられ、またどのようなものであったかなど全

く不明である。櫓門については、実際に櫓門として建てられたのは予定の 3門（本丸大手・本丸搦手・二

の丸）の内、二の丸二階櫓御門のみであったとされているが、現存する二階櫓御門の写真からは、門に接

続して宗藩の金沢城同様に唐破風を設けた海鼠壁の城壁が巡らされており石高相応に威儀を正していたこ

とが見て取れる。 

富山城の縄張りは藩政期を通して大きな変化は見られなかったが、嘉永 2年（1849年）に 10代藩主利保

の隠居所として千歳御殿が東出丸の外側（東側）に建てられた。名称こそ「御殿」であるが、その形状は

周囲に水濠を設けた独立郭であった。 

江戸時代後期には東西約 680メートル、南北約 610メートルの縄張りがあったが現在城址公園として残っ

ているのは、本丸と西の丸（間の水濠は埋め立て）、それらの南面の水堀および二の丸の一部のみ（東西

約 295メートル、南北約 240メートル）で、面積では約 6分の 1である。本来の富山城は石垣は主要な門

の周囲のみであり他の大部分は土塁の城であったが、昭和・平成と模擬天守東側に石垣が新造されたこと

で往時の歴史的な姿とはかなり異なるものとなっている。 

Wikipediaによる 

 


